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宍遵潮および斐伊ハ河口域の流入河ハに翻する

1鯛5年か引鯛4隼にかけての水生橦靭福の蛮イ
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は　じ　め　に

　ある水域の水質や生物相の長期的な変化を知るた

めには経年的な調査が必要である。特定の大きな湖

沼や河川では，以前から自治体による水質のモニタ

リングが行われ，生物相についても環境庁や建設省

により数年ごとの現況調査が行われているが，ため

池や用水路のような小水域についてのこのような調

査の多くは研究者個人の記載に依っている。

　宍道湖に流入する小河川の生物相，特に水生植物

の現況については，國井（1986）が斐伊川河口域の小

河川で，檜山・國井（1992）が斐伊川河口域以外の小

河川で調査を行っている。このうち國井（1986）の調

査は1983年から1985年にかげて行われたものであ

り，1994年がほぼ10年目の年となる画そこで，こ

の間の水生植物相の変化を知るため，当時と同じ観
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察地点において同様の観察を行った。また，これと

同時に宍道湖岸におげる観察も前回と同様に行っ
た。

観察地点と観察方法

　観察は図1に示す通り，前回調査した地点を参考

に宍道湖岸26地点，河川12地点で行った、前回の

観察地点で今回の観察地点に含まなかった場所は五

衛門川（図中のI地点）と新建川の河口（N地点）の早

地点で，その他はすべて前回と同じ地点である。観

察地点は湖内では主に船着場や砂の堆積した岸と

し，河川では県道23号斐川一畑大杜線の通過する橋

下付近とした。

　観察方法は，宍道湖岸では各地点で見られた切れ

もおよび固着生育する植物名を記録しヲ河川では橋

を中心にしてそこで見られた植物名を記載した。い

くつかの水質項目についても水質チェッカー

　（HO㎜BAU－10）により現場測定した。なお，抽水

植物については沈水状態で見られたものの他は調査

の対象外とした。

　これらの観察と測定は，河川については1994年9

月10日に，宍道湖岸については9月17日に行い，そ
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　　図1宍道湖と簸川平野の流入河川におげる調査地点　地点名は表2，3を参照のこと。
　醐g．且。Map　showmg　the　observat1on　s1tes　m　Lake　ShmJ1and　m　some　r1vers1ocated　m　H1kawa　P1am　See　Tab1es2and3for

　　Site　nan1eS．

表1．1994年の調査で確認された水生植物のリスト
丁麺削臥且。L1・t・f・q・・t・・m・…Phyt・・f…dbyth・P・・…tf・・1d　　の後補足的な観察を適宜行った。

　survey　in1994

Species　name

Potamogetonaceae

　Po勿閉og勿o〃伽8閉〃α伽∫K01dz

　R　cアゆμ∫Lim．

　P挑肋c伽A　Bem
　P．oo勿〃∂ア〃8Poi1＝．

　R　oηP妙〃螂Miq．

Zosteraceae

　Zo∫犯rαブαpo〃たαAschers．et　Graebn．

A11smataceae

　8αg肋〃加炉弛〃αLinn．

Hydrocharitaceae

　亙8θr〃d6〃8αP1anch

　亙Zo6θα〃〃砿α〃〃（P1anch）St　John

　抑伽”〃ぴ伽”肋（Lim．fi1．）Casp．

　0旋κ〃κ舳o肋∫（Lim。）Pers．

　吻〃醐6吻伽加ガcαMiki

Lemnaceae
　助γo〃卯oケ肋卿（L1m）Sc㎜e1d

工吻〃αP伽αco∫肋肋Hege1m

Ponteder1sceae

Eた肋o閉加cア伽吻ω（Ma則So1ms－Laub．

　〃o〃oc乃or吻此o閉挑ow〃Rege1et　Maack

〃．γα8加α脆（Bum．fi1）Kunth．

Nymphaeacea
　PotamogetonんGray

Wη肋りηo〃たω肋DC．

Ceratophy11aceae

　Cぴ砿9ρ勿〃〃肌此肋θr醐閉Linn．

Trapaceae
　rγαpo　spP．

Menyanthaceae

抑肋帥o肋63pθ肋勿（Gme1）0kuntze
Lent1bu1anaceae
　乙r炉た〃1αγ加sp．

植　　物　　名

ヒルムシロ科

　オオササエビモ＊

　エビモ

　ヒノレムシロ

　ホソバミズヒキモ

　ヤナギモ

アマモ科

　コアマモ＊

オモダカ科

　オモダカ

トチカガミ科

　オオカナダモ

　コカナダモ

　クロモ
　ミズオオバコ

　セキショウモ＊

ウキクサ科

　ウキクサ

　アオウキクサ
ミズアオイ科

　ホテイアオイ

　ミズアオイ

　コナギ

スイレソ科

　フサジュソサイ

　コウホネ

マツモ科

　マツモ
ヒシ科

　ヒシsp・

ミツガシワ科

　アサザ

タヌキモ科

　タヌキモsp．

＊：宍道湖内での固着生育が認められたもの

結果と考察

　表1は宍道湖岸と流入河川で今回観察された水生

植物のリストである。表中，前回はヒノレムシロ，サ

サバモおよびアイノコヒルムシロの3種に区別した

が，これらの同定法についてはさらに詳しく調べる

必要があり（角野，1984）茅今回はヒルムシロとして

まとめて示した．

　湖内で固着生育していた種数は前回は8種であっ

たが，今回はオオササエピモ，セキショウモおよび

汽水産のコアマモの3種に減少していた。なお，宍

道湖岸でのみ観察された種はこれら3種とミズアオ

イの4種であった。

　表2は宍道湖岸各地点での水生植物の在⑧不在を

示している。前回は11種のみが確認されたに過ぎ

なかったが，今回は20種が認められた．これは観察

日前に大雨があり，その影響で流入河川から流され

てきた切れもが多く見られた結果である。観察され

た20種のうち，群落の形成が認められたものは前述

したオオササエピモ，セキショウモおよび大橋川の

コアマモの3種のみであり，その他はすべて切れも

であった。今回新たに観察されたコナギとミズァオ

イはどちらも湖西北部の水田から流されてきたもの

と思われる。ミズアオイは全国的に危急種となって

いる水生植物であり，この地域に生育していること

が確認されたことは特筆に値しよう
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表2宍道湖岸各調査地点におげる水生植物の在（十）／不在←）．固着生育していた植物だげでなく，浮遊していた切れ
　もも在に含む．
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　　　　　　表3．簸川平野の各河川におげる水生植物の在（十）／不在（一）。
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　表3は各流入河川における水生植物の在鱈不在を

示している．前回は頻度50％以上で見られた植物は

10種で，オオカナダモ，ササバモ，マツモ，ヤナギ

モ，エピモ，ホソバミズヒキモ，ヒルムシロ，クロ

モ，ウキクサ，アオウキクサの順であったが，今回

はクロモ，ヤナギモ，オオカナダモ，マツモ，ホソ

バミズヒキモ，ヒルムシロ属，ウキクサの順の7種

で，エビモは全く見られなかった。前回よりも出現

頻度が増えたものはクロモ，ヒシ，ミズオオバコ，

コカナダモの4種で，その他の植物の出現頻度は減

少していた。コカナダモは前回は山王川横の水田の

側溝中で見られたものであり，河川中では見られな

かった帰化水生植物である。コカナダモのこの地域

におげる分布はこの10年で確実に広がっていると

言えよう．

　新たに観察された植物はフサジュンサイ，タヌキ

モ属，ホテイアオイの3種であった。フサジュソサ

イは船川の河口や論田川で群落を形成していた。タ

ヌキモ属はすべて河川中を流れていたものであっ

た。また，ホテイアオイは新建川で　株のみ見られ

た。これらと逆に今回観察できなかった植物とし

て，エビモ，ヤマトミクリ，イバラモ，シャジクモ

が挙げられる。このうちシャジクモは前回山王川横

の水田の側溝中で見られたものであるので，これ以

外の3種植物が調査河川において絶減したのかある

いは単に発見できなかったのかについては来年度以

降の継続調査が必要である．いずれにせよ個体数が

減少しているのは疑いない。

　前回の調査地点以外に，今回は湖遊館横の水路と

太郎川について’も観察を行った．前者にはヤナギモ

とマツモが生え，後者にはヒルムシロ属，ヤナギモ，

クロモおよびホソバミズヒキモが繁茂し，オモダカ

も見られたことを付記する。また，宍道湖岸各地点

および河川におげる水質調査結果は付表1，2にま

とめてあるので参考にしてほしい。
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　done　by　HORIBA　U－10on17September，1994

付表2．簸川平野の各河川におげるいくつかの水質調査結果
　（計測にはHORIBAU－10を用い1994年9月10日に測定し
　た）．

A鯉鋤砒蒐2．Some　water　var1ab1es　measured　at　each　r1ver1n

　H1kawa　P1am　Measurement　was　done　by　HORIBA　U－10㎝

　10Septen1ber，1994．
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